
ハンドヘルドダイナモメーターによる
等尺性股内転，内旋，外旋筋力の測定
固定用ベルトの使用が再現性に与える影響

加藤 宗規 ），山 裕司 ）

要 旨

本研究の目的は，固定用ベルトを用いたハンドヘルドダイナモメーターによる股関節内転，内旋，および外

旋筋力測定方法の検者間再現性について検討することである．考案した固定用ベルト使用による影響を検討す

るために，ハンドヘルドダイナモメーターによって等尺性筋力をベルト使用下および不使用下で測定した．検

者間の再現性を検討するために，検者は男女各 名の 名にて行った．

いずれの測定においてもベルト使用下では検者間の測定値に差がなく，級内相関係数は股内転で ，股内

旋で ，股外旋 と良好であった．一方，ベルト不使用下では男性検者で測定値は有意に高値を示した．

級内相関係数は股内転で ，股内旋で ，股外旋で と，ベルト使用下に比べ低値であった．

以上のことから，固定用ベルトを併用することで，より再現性の高い股関節内転，内旋，および外旋筋力測

定が可能になるものと考えられた．

キーワード ハンドヘルドダイナモメーター，股内転筋力，股内外旋筋力，固定用ベルト，再現性
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報告

【はじめに】

筋力増強は運動療法の主要な目的の つであり，

客観的な筋力測定は，理学療法の動機づけや効果判

定に必要不可欠である．しかし，広く用いられてい

る徒手筋力検査法は主観的要素を含む順序尺度であ

る．また，ハンドヘルドダイナモメーター（

）は被検者の筋力が大きい

場合や検査者の固定力が弱い場合に信頼性が低下す

るといった問題点が報告されている ）．

その欠点を補うことを目的に，われわれは等尺性

股屈曲，股伸展，股外展，膝屈曲，膝伸展筋力測定

において， に固定用ベルトを装着する方法を

考案し，それにより検者間再現性が良好になること

を報告した ）．

本研究では，先行研究と同様に信頼性のより高い

等尺性股内転，内旋，外旋筋力測定方法を確立する

ため，固定用ベルトを併用した新たな筋力測定方法

を考案し，測定値の再現性について検討を行った．



研究 股関節内転筋力測定方法の再現性

対象は，健常者 名（男 名，女 名）の右下肢

であり，年齢 歳，身長 ，体

重 であった．被験者には股関節の整形

外科的疾患や関節痛を有する脚はなかった．また，

被験者には本研究の目的，内容を説明し，同意を得

た後に測定を行った．

は，等尺性筋力測定器（アニマ社製

）を使用した．測定姿勢はマット上背臥位で，

測定肢は股関節内外転中間位，内外旋中間位の状態

とした．その際には，両上肢は体幹の側方に位置さ

せ，検者は骨盤を測定側の外側から片方の手で押さ

えた状態で行った．測定部位は大腿遠位部とし，セ

ンサー部は内側部に当てた．ベルト使用下での測定

は，固定用ベルトに取り付けたセンサー部を面ファ

スナーで測定部位に固定し，測定下肢の外側でベル

トを滑りにくい靴を履いた検者の下腿と連結した状

態で，股関節内外転中間位となるように固定用ベル

トの長さを調節して行った．測定中は，センサー部

のずれを防止するため検者がセンサー部のパッドを

把持した．ベルト不使用下での測定は，センサー部

を検者の手掌部に面ファスナーで固定した状態で

の要領にて行い，明かな固定困難により

股内転運動が起こった時点で測定は終了とした（図

）．

測定は，約 秒間の最大努力による等尺性運動を

秒以上の間隔をあけて 回行い，その最大値を採

用し，測定値は全測定終了時点までは被験者には開

示しなかった．

検者間の再現性を検討するために，検者は明らか

に体格の異なる男性 名（年齢 歳，身長 ，

体重 ）と女性 名（年齢 歳，身長 ，

体重 ）とした．異なる検者の測定間には 時

間以上の休息を設けた．ベルト使用，不使用の順は

ランダムとし，日を改めて 週間後に行った．なお，

名の検者は本研究に先立って，測定方法に習熟す

るための練習を行った．

分析方法としては，検者間再現性について，対応

のある 検定，および級内相関係数（以下， ）

を用いて検討した．また，測定方法間の分析には，

対応のある 検定，およびピアソンの相関係数を用

いた．いずれも危険率 ％を有意水準とした．

【結果】

等尺性股内転筋力は，ベルト使用下において男性

検者，女性検者の順に ， ，

ベルト不使用下において同順に ，

であった．ベルト使用下では，検者間の

測定値に差を認めなかった．ベルト不使用下におい

ては，有意に男性検者の測定値が女性検者より高値

を示した（ ）．ベルト使用下における検者

間 は で，ベルト不使用下での に比べ

高値を示した（図 ）．

測定方法間の比較では，男女ともベルト使用下の

測定値がベルト不使用下より高値を示した（

）． つの測定方法間でのピアソンの相関係数は，

男性検者 ，女性検者 であった（図 ）．
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研究 股関節内旋筋力測定方法の再現性

【対象と方法】

対象は，健常者 名（男 名，女 名）の右下肢

であり，年齢 歳，身長 ，体

重 であった．被験者には股関節の整形

外科的疾患や関節痛を有する脚はなかった．また，

被験者には本研究の目的，内容を説明し，同意を得

た後に測定を行った．

は，等尺性筋力測定器（アニマ社製

）を使用した．測定姿勢は訓練台の縁に腰掛

け，測定肢は下腿下垂位，股内外旋中間位，内外転

中間位とした．その際には，大腿部を水平とするた

めに折りたたんだバスタオルを敷き，大腿部を固定

するために検者の片手を被験者の大腿内側部にあて

がった状態で測定を行った．また，臀部はベッド端

に対して約 度になる位置に座り，さらに測定肢の

内側に位置するベッド脚が運動面に一致するような

位置に調節した．体幹は垂直位で測定を行い，体幹

を安定させるために体の両側の台上に手を置かせ

た．測定部位は下腿遠位部とし，センサー部は外側

部に当てた．ベルト使用下での測定は，固定用ベル

トに取り付けたセンサー部を測定部位に面ファス

ナーで固定し，ベルトを測定肢の内側に位置する

ベッド脚に連結した状態で，股関節内外旋中間位と

なるように長さを調節した．測定中は，センサー部

のずれを防止するため検者がセンサー部のパッドを

把持した．ベルト不使用下での測定は，センサー部

を検者の手掌部に面ファスナーで固定した状態で

の要領にて行い，明らかな固定困難によ

り股内旋運動が起こった時点で測定は終了とした

（図 ）．

測定は，約 秒間の最大努力による等尺性運動を

秒以上の間隔をあけて 回行い，その最大値を採

用した．測定値は全測定終了時点までは被験者には

開示しなかった．

また，検者間の再現性を検討するために，検者は

明らかに体格の異なる男性 名（年齢 歳，身長

，体重 ）と女性 名（年齢 歳，身

長 ，体重 ）とした．異なる検者の測

定間には 時間以上の休息を設けた．ベルト使用，

不使用の順はランダムとし，日を改めて 週間後に

行った．なお 名の検者は本研究に先立って，測定

方法に習熟するための練習を行った．

分析方法としては，検者間再現性について，対応

のある 検定および を用いて検討した．また，

測定方法間の分析には，対応のある 検定およびピ

アソンの相関係数を用いた．いずれも危険率 ％を

有意水準とした．
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【結果】

等尺性股内旋筋力は，ベルト使用下において男性

検者，女性検者の順に ， ，

ベルト不使用下において同順に ，

であった．

ベルト使用下においては検者間で有意差を認めな

かった．ベルト不使用下においては，有意に男性検

者の測定値が女性検者より高値を示した（

）．ベルト使用下での検者間 は ，ベル

ト不使用下での は であった（図 ）．

測定方法間の比較では，両検者とも有意にベルト

使用下の測定値がベルト不使用下より高値を示し

た．ピアソンの相関係数は男性検者 ，女性検者

であった（図 ）．

研究 股関節外旋筋力測定方法の再現性

【対象と方法】

対象は，健常者 名（男 名，女 名）の右下肢

であり，年齢 歳，身長 ，体

重 であった．被験者には股関節の整形

外科的疾患や関節痛を有する脚はなかった．また，

被験者には本研究の目的，内容を説明し，同意を得

た後に測定を行った．

は，等尺性筋力測定器（アニマ社製

）を使用した．測定姿勢は訓練台の縁に腰掛

け，測定肢は下腿下垂位，股内外旋中間位，内外転

中間位とした．その際には，大腿部を水平とするた
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めに折りたたんだバスタオルを敷き，大腿部を固定

するために検者の片手を被験者の大腿外側部にあて

がった状態で測定を行った．また，臀部はベッド端

に対して約 度になる位置に座り，さらに測定肢の

外側に位置するベッド脚が運動面に一致するような

位置に調節した．体幹は垂直位で測定を行い，体幹

を安定させるために体の両側の台上に手を置かせ

た．測定部位は下腿遠位部とし，センサー部は内側

部に当てた．ベルト使用下での測定は，固定用ベル

トに取り付けたセンサー部を測定部位に面ファス

ナーで固定し，ベルトを測定肢の外側に位置する

ベッド脚に連結した状態で，股関節内外旋中間位と

なるように長さを調節した．測定中は，センサー部

のずれを防止するため検者がセンサー部のパッドを

把持した．ベルト不使用下での測定は，センサー部

を検者の手掌部に面ファスナーで固定した状態で

の要領にて行い，明らかな固定困難によ

り股外旋運動が起こった時点で測定は終了とした

（図 ）．

測定は，約 秒間の最大努力による等尺性運動を

秒以上の間隔をあけて 回行い，その最大値を採

用した．測定値は全測定終了時点までは被験者には

開示しなかった．

また，検者間の再現性を検討するために，検者は

明らかに体格の異なる男性 名（年齢 歳，身長

，体重 ）と女性 名（年齢 歳，身

長 ，体重 ）とした．異なる検者の測

定間には 時間以上の休息を設けた．ベルト使用，

不使用の順はランダムとし，日を改めて 週間後に

行った．なお 名の検者は本研究に先立って，測定

方法に習熟するための練習を行った．

分析方法としては，検者間再現性について，対応

のある 検定，および を用いて検討した．また，

測定方法間の分析には，対応のある 検定，および

ピアソンの相関係数を用いた．いずれも危険率 ％

を有意水準とした．

【結果】

等尺性股外旋筋力は，ベルト使用下において男性

検者，女性検者の順に ， ，

ベルト不使用下において同順に ，

であった．

ベルト使用下においては検者間で有意差を認めな

かった．ベルト不使用下では，有意に男性検者の測

定値が女性検者より高値を示した（ ）．ベ

ルト使用下での検者間 は ，ベルト不使用

下での は であった（図 ）．

測定方法間の比較では，両検者とも有意にベルト

使用下の測定値がベルト不使用下より高値を示し

た．ピアソンの相関係数は男性検者 ，女性検者

であった（図 ）．

【考察】

を用いた等尺性股関節内転，内旋，外旋筋

力測定において固定用ベルトの使用が測定値の再現

性に与える影響について検討した．
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検者間再現性についてみた場合，ベルト使用下で

の測定における は，股内転 ，股内旋 ，

股外旋 であり，ベルト不使用下の股内転 ，

股内旋 ，股外旋 に比べ良好であった．桑原

ら ）は，大まかな目安として が 以上の場

合に再現性は優秀， 以上の場合に良好， 以上

の場合に普通， 以上の場合に可能， 未満の場

合に要再考であると評価している．明らかに体格の

異なる 名の検者で測定を行ったにもかかわらず，

ベルト使用下での測定値は検者間で有意差を認めな

かった．通常， を使用した測定では，検者の

固定力不足が筋力を低く評価してしまうことが知ら

れており，今回のベルト不使用下でも同様であった．

以上のことは，ベルト使用下での等尺性股内転，内

旋，外旋筋力測定方法が，従来の徒手固定による測

定方法に比べ，より良好な検者間再現性を有してい

ることを示している．我々が本研究同様に行った先

行研究 ）では，股屈曲，股伸展，股外展，膝屈

曲，膝伸展ともに同様の結果を得ており，固定用ベ

ルトの使用は，徒手固定で行う による筋力測

定がもつ欠点である検者の固定力不足を克服し，よ

り良い再現性を実現させる上で有効な方法といえよ

う．

測定方法間の比較では，男性検者・女性検者とも

にベルト使用下での測定値が有意に高値を示し，相

関係数は男性検者，女性検者の順に，股内転では

， ，股内旋では ， ，股外旋では ，

であり，女性検者が男性検者に比べ低値を示し

た．以上のことは，ベルト不使用下における固定力

の不足を示唆している． を徒手固定で使用し

た場合の限界について， ら ）や ら ）

は，それぞれ ， が測定の限界であると報

告している．今回の結果では，いずれの筋力測定に

おいてもベルト使用下で測定された筋力平均値が

以下であり，徒手固定による測定の限界とさ

れる よりも低値であった． ）らは

歳の高血圧や腹部手術後などの入院後患者 名

を対象とした研究において，股関節屈曲，股関節伸

展，股関節外転，股関節内転，膝関節屈曲，膝関節

伸展，足関節底屈，足関節背屈の 種の測定におい

て，その測定値は に分布していたに

もかかわらず，それらの検者間 は

に分布したと報告している．また，膝伸展運動モデ

ルを用いて行った徒手固定力の限界についての検討

では，固定できた最大重量は，男性検者で平均

，女性検者で平均 であった ）．これ

らの結果は 以下の筋力水準の測定においても，

検者間再現性が低くなる可能性があること，また検

者の固定力はこれまで考えられていたよりも低いこ

とが示されている．よって，筋力水準が低い筋群に
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おいても，測定値の再現性を良くするためには，固

定用ベルトを使用すべきと考えられた．
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．高知リハビリテーション学院紀要

， ．

）桑原洋一，斉藤俊弘・他 検者内および検者間

の 呼と循 ， ．

）

， ．

）

， ．

）

， ．

）山 裕司，加藤宗規 徒手固定による膝伸展筋

力評価の限界．理学療法学 （ ） ，

．
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